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３６．地球観測・気候変動予測

技術の概要

国際競争力 国際展開

2010年 2015年 2030年 2050年2008年

温室効果ガス削減効果

効果的・効率的な温暖化対策の実施を支援するため、温室効果ガス観測技術
衛星（ＧＯＳＡＴ）等の地球観測衛星、静止気象衛星に環境監視機能を追加した
静止“環境観測”衛星、大気中のCO2濃度を計測するライダ技術、海洋のCO2濃

度を計測するアルゴフロート等により、全地球的に高精度・長期連続観測を実
施し、温室効果ガス濃度の分布や気候変動に関する長期的な監視情報を提供。

○地球観測

大気、陸域、海洋間におけるCO2の吸収・応答の相互作用を考慮したモデル及

び精緻な地域気候モデルの開発・導入により、大気中のＣＯ２濃度の安定化シ
ナリオや氷床融解等の長期の精緻な温暖化影響予測が可能。

○世界気象機関（ＷＭＯ）の世界気象監視（ＷＷＷ）計画における衛星観測網の一翼
を担い、アジア・太平洋域をカバーする次期静止環境観測衛星を運用し、世界の地球
温暖化適応策などに貢献。
○我が国の観測・予測研究結果を世界に発信し、ＩＰＣＣ第５次評価報告書作成にお
いて積極的に中心的役割を果たし、引き続き、研究者間・機関間でのデータ相互利用
等の国際的な協力（全球地球観測システム（ＧＥＯＳＳ）等）を促進し、国際的なモデル
開発研究計画、各国の研究機関と連携した世界各地の地域的な影響予測に貢献。
○途上国に向けては、情報提供のみならず、温暖化への効果的な適応のための情
報活用に関する能力開発を併せて実施。

○気候変動予測

国際機関等の活動と連携した国際貢献IPCC第5次評価報告書

○気候変動予測
・我が国の気候モデルによる温暖化予測は、IPCCの評価報告書に引用されて
おり、世界の最先端の研究として認知されている。
・地球シミュレータは、気候変動研究をリードしてきた。
・高解像度（地域・都市レベル）の予測の実現においては、日本が優位。

貢献

○地球観測

・米国はCO2観測専用の衛星を打上げ予定だが、GOSATはCO2、CH4等を観測
でき、日本が優位。また、 CO2計測ライダ等の次世代センサ技術で日本が優位。

○気候変動予測

○地球観測

・次期静止“環境観測”衛星

・温室効果ガス観測技術衛星
（GOSAT）

・アルゴフロート ＣＯ２観測センサー開発・試験

開発

・情報提供技術
（データ統合・解析システム）

欧米の各システムとアライアンスを構築
観測機器等で異なる観測データの
相互利用技術の開発

・温暖化予測地球システムモデルの開発・改良
・精緻な地域気候モデルの開発・改良

・成果の利用（情報提供）
・更なる研究開発→温暖化予測の不確実性の低減

○本技術は、地球上の地域ごとの詳細な気候変動予測など、より精度の高い観
測・予測情報を提供し、途上国を含む世界全体の適切な地球温暖化対策を支
援することによって、温室効果ガスの削減に間接的に寄与する。

○更に、当該技術において、ＩＰＣＣ第５次評価報告書に向けてより一層の貢献を
果たし、国際的枠組み作りの中心的役割を担う。

・ライダによるCO2観測技術 航空機・地上運用および衛星搭載化検討可搬型実証モデル開発

※このほかの地球観測衛星として、全球降水観測／二周波降水レーダ（GPM/DPR）、
水循環変動観測衛星（GCOM-W）、気候変動観測衛星（GCOM-C)、雲エアロゾル
放射ミッション／雲プロファイリングレーダ（EarthCARE/CPR)を研究開発中。

技術ロードマップ／普及シナリオ


